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一本
県
勢
上
位
入
賞
（女
子
）

埼
玉
大
会
（来
年
）に
弾
み

一
位
　
千
野
　
幸
雄

二
位
　
鈴
木
光
四
郎

二
位
　
斎
木
多

一
郎

四
位
　
小
見
芳
二
郎

五
位
　
山
田
　
省
吾

六
位
　
石
井
　
　
茂

七
位
　
長
井
武
次
郎

八
位
　
雨
宮
　
範
雄

九
位
　
菊
池
　
弘
之

十
位
　
長
岡
　
長
作

〈
女
子
の
部
〉

一
位
　
遠
藤
き
よ
子

二
位
　
岡
田
　
好
江

三
位
　
志
村
　
美
香

四
位
　
松
原
　
良
子
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●
■
●
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■
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本
年
の
第
十
回
関
東
大
会
は
残
暑
厳
し
い
八
月
二
十

日
い

。
三
十

一
日
い
の
二
日
間
、
群
馬
県
前
橋
市
敷
島

運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
各
地
よ

り
参
加
者
九
〇
〇
余
名
を
数
え
た
こ
の
大
会
に
は
、
本

県
よ
り
、
二
四
六
名
の
選
手
を
送
り
大
健
闘
し
、
来
年

度
開
催
県
と
し
て
の
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。関
東
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
　
一二
十
二
Ｈ

〈
男
子
の
部
〉

（埼
玉
）
　

七
八
打

（埼
玉
）
　

七
九
打

（埼
玉
）
　

八
〇
打

（千
葉
）
　

八
〇
打

（埼
玉
）
　

八

．
打

（埼
玉
）
　

人

一
打

長
平
成
十
五
年
度

本
県
で
開
催
さ
れ
る
平
成
卜
五
年
度

「第
十

一
口
関

東
大
会
」
は
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
ｔ
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
会
員
各
位

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
会
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
期
日
　
平
成
十
五
年
九
月
．
．十
七
日
ｍ

・
二
十
八
日
０

二
、
会
場
　
川
越
市
安
比
奈
親
水
公
園

二
、
参
加
人
員

　

一
、
〓
四^
四
名

（
一
六
Ｈ
×
一
．日
）

四
、
参
加
費

　

一
人
当
た
り

三
一、
●
●
０
円

五
、
そ
の
他
　
九
月
ニ
ト
七
日
”
は
ホ
テ
ル
に
て

懇
親
会
を
予
定

平
成
十
四
年
度

第
二
回
理
事
会

開
催
さ
れ
る

去
る
九
月
二
十
八
日
い
、
於

さ
い
た
ま
市
大
宮
中

部
公
民
館
、
（県
）
協
会
第
二
国
理
事
会
が
開
催
さ
れ

左
記
事
項
を
審
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

記

．
、
平
成
卜
四
年
度
上
半
期
事
業
経
過
報
告
に
つ
い
て

※

（了
承
）

二
、
平
成
十
四
年
度
秋
季
大
会
に
つ
い
て

※

（十
月
二
十
七
日
０
、
於

北
本
市
）

二
、
平
成
十
五
年

．
月

（県
）
新
春
大
会
に
つ
い
て

※

（平

成

十

五

年

＾
月

十

八

日

ｍ

～

十

九

日

Ⅲ

一
泊
二
日
、
於

千
葉
県

・
鴨
川
）

平
成
十
五
年
度
主
要
事
業
に
つ
い
て

※
通
常
総
会
及
び
表
彰
式
　
一二
月
二
十
日
０
、

於

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

※

（県
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
り

二
月
五
日
い
、

於

北
川
辺
町
渡
瀬

※

（県
）
夏
季
大
会

期
日
未
定
、
於

春
日
部
市

平
成
十
五
年
度
関
東
大
会

（埼
玉
）
の
開
催
に
つ
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（山
梨
）

（茨
城
）

（群
馬
）

（群
馬
）

（山
梨
）

（千
葉
）

（千
葉
）

（山
梨
）

（千
葉
）

（神
奈
川
）

（埼
玉
）
　

七
二
打

（群
馬
）
　

七
五
打

（山
梨
）
　

七
六
打

（埼
玉
）
　

七
七
打
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関東大会 (開会式)

四

、

■

、

夢

関
東
大
会

（埼
玉
会
場
）

準
備
進
む



い
て
※

（別
掲
の
通
り
）

一ハ
、
（県
）
上
級
指
導
者
認
定
試
験
、
並
び
に
研

修
交
歓
会
に
つ
い
て

１
平
成
十
四
年
度
実
施
結
果
に
つ
い
て

※
（新
規
受
講
者
九
〇
名
中
八
十
八
名
認
定
）

２
今
後
の
開
催
場
所
に
つ
い
て

※
（新
規
受
講
者
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

県
外
で
行
う
）

た
だ
し（既
取
得
者
の
研
修
交
歓
会
に
つ
い
て

は
、
県
内
外
で
適
当
な
場
所
を
探
し

時
間
短
縮
し
実
施
す
る
。）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
相
応
し
く
こ
の
時
期
、

県
内
外
で
数
多
く
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
夫
々
参
加
者
か
ら
記
事
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
紙
上
に
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
た
だ
し
、
関
東
大
会
は
別
掲

一第
十
一五
一回

金
一ロ
ス
ポ
レ
タ
一祭

一
一
■
一
ス
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０
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去
る
十
月
五
日
０
～
八
日
い
の
四
日
間
に
亘

り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「ス
ポ
レ
ク
広
島
２

０
０
２
」
が
広
島
県
各
地
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
会
場
は
広
島
県
最
北
の
福
山
市
竹
ノ
端
運

動
公
園
、
陸
上
競
技
場

（芝
生
）
並
び
に
野
球

場

（芝
と
土
）
の
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

六
日
い
ニ
ラ
ウ
ン
ド
、
七
日
脚
一
ラ
ウ
ン
ド
を

五
二
団
体
五
二
〇
名
が
参
加
し
て
競
技
が
行
わ
　
　
　
　
　
　
　
・

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一第
十
五
回

本
県
の
選
手
団
は
熊
谷
市
＝
真
ド
仙
衛
、
天

沼
秀
作
　
深
谷
市
＝
高
橋
　
保
、
石
原
員
美
子

加
須
市
＝
滝
沢
喜
美
枝
、
小
林
梅
ｒ
　
草
加

市
＝
加
藤
友
子
　
大
井
町
＝
平
山
昭

．

松
伏

町
＝
今
井
　
武
　
上
尾
市
＝
古
沢
健
司
の
男
性

六
名
、
女
性
四
名
の
十
名
で
す
。
更
に
県
協
会

よ
り
荒
巻
　
清
、
大
井
町
の
三
上
佳
志
さ
ん
の

お
二
人
に
は
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ｃ大
会
成
績
は
次
の
通
り
　
　
　
一
一十
四
Ｈ

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

一ハ
位

石
原
員
美
子

五
五
打

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

一
一位

小
林
　
梅
子

五
三
打

（優
勝
者
と
同
ス
コ
ア
ー
）

惜
し
く
も
人
賞
さ
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
本

大
会
に
参
加
し
、
競
技
を
通
じ
て
大
い
に
親
睦

交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
意
義
深
い
経
験
を
い

た
し
ま
し
た
。

一●
一
一
■
卜
２
．０
０
２
全
国
Ｏ
Ｇ
交
流
大
会
一

深
谷
市
　
木
暮
　
重
．之
一

「
ほ
ん
と
う
の
空
に
輝
せ
ね
ん
り
ん
の
輪
」

を
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
十
五
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
福
島
県
富
岡
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

富
岡
町
は
福
島
県
浜
通
り
の
中
央
に
位
置

し
、
東
京
電
力
第
二
原
子
力
発
電
所
の
あ
る
活

気
あ
ふ
れ
る
町
で
す
、

我
々
埼
玉
選
手
団
は
卜
月
十
九
日
、
県
営
あ

ず
ま
総
合
運
動
公
園
の
総
合
開
会
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

開
会
式
に
は
常
陸
宮
殿
下
御
夫
妻
、
坂
日
厚

生
労
働
大
臣
を
迎
え
、
南
は
沖
縄
か
ら
北
海
道
、

最
後
は
福
島
選
手
団
、
総
勢
六
百
六
卜
人
が
行

進
し
ま
し
た
。
開
会
式
終
了
後
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
宿
合
の
あ
る
富
岡
町
に
向
か
い
ま
し
た
．

我
々
選
手
団
は
宿
合
に
入
り
、
明
Ｈ
行
わ
れ

る
交
流
試
合
の
準
備
を
し
、
懇
談
会
に
臨
み
ま

し
た
が
、
天
候
や
交
流
試
合
の
事
が
気
に
な
り
、

各
選
手
と
も
白
重
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
更
に
は
予
報
に

よ
る
と
、
今
日

・
明
日
、
大
雨
と
の
事
、
我
々

選
手
団
は
大
会
開
催
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
六
時
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、　
．
応
安
心

し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
富
岡
市

総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
日
本
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
を
迎
え
開
会
式
を
雨
天

の
中

実

施

い
た

し
ま

し
た
。
交

流

試

合

は

日
程

表

よ

り
時

間

は
遅

れ

ま
し
た
が
、

予
定

通

り

初

日

ニ

ラ

ウ

ン

ド

、

二

日

日

一

ラ

ウ

ン

ド

が
行
わ
れ
、

全

国

か

ら

集

ま

っ
た

選
手
は
雨
の
中
、
日
頃
鍛
え
た
力
を
十
分
発
揮

し
よ
う
と

一
生
懸
命
試
合
に
の
ぞ
む
姿
勢
が
窺

え
ま
し
た
。
埼
玉
県
六
名
の
参
加
し
た
結
果
は
、

加
須
市
の
斉
藤
さ
ん

一
名
の
み
見
事
全
国
三
位

に
入
営
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
、
全
国
の
選
手
と
交
流
試
合
を
し
ま
し

た
が
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
の
指

導
者
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
情
熱
に
感
心
し
ま
し

た
。
高
齢
者
社
会
が

一
段
と
進
む
中
で
グ
ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ
ル
フ
は
自
分
の
体
力
、
年
齢
、
目
的

に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
協
会
の

＾
員
と
し
て
今
後
共
、

皆
さ
ん
と
共
に
競
技
大
会
に
参
加
し
、
マ
ナ
ー

を
学
び
楽
し
い
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
普
及
に
役
立
ち
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
、
宜
し
ど
おヽ
願
い
致

し
ま
す
。

全
国
年
一リ
ン
ピ

‐‐ッ
ク



第
十
三
回

埼
玉
県
Ｇ
Ｇ
秋
季
大
会

―
平
成
十
四
年
度
一青
木
一
二
杯
―

穏
や
か
な
晴
天
の
も
と
第
十
三
回
埼
玉
県
Ｇ

Ｇ
秋
季
大
会
が
北
本
市
総
合
公
園
、
野
球
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
県
内
各
地
よ
り
約
五
〇
〇
名
の
参

加
者
を
数
え
ま
し
た
が
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
か
ら
、
午
前
八
時
の
受
付
開
始
時
に
は
、
ほ

ぼ
全
員
出
揃
い
、
大
会
運
営
も
ス
ム
ー
ス
に
進

行
さ
れ
ま
し
た
。
日
中
は
汗
ば
む
陽
気
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
二
名
ほ
ど
救
急
治
療
を
受
け
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
事
に
至
ら

ず
に
済
み
ま
し
た
。
是
非
大
会
参
加
者
の
皆
様

に
は
、
無
理
を
せ
ず
自
己
の
健
康
管
理
に
卜
分

注
意
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
季
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
　
一二
十
二
Ｈ

優
　
勝
○
柿
崎
　
　
隆

（加
須
市
）
六
人
打

準
優
勝
○
堤
　
　
将
雄

（川
越
市
）
七
二
打

〓
一　
位
　
鈴
木
　
光
子

（加
須
市
）
七
二
打

四
　
位
　
竪
木
　
高
吉

（川
越
市
）
七
二
打

五
　
位
○
山
本
栄

一

（春
日
部
市
）
七
三
打

エハ　
位
○
田
地
野
定
夫

（幸
手
市
）
七
二
打

七
　
位
○
大
平
　
　
仁

（岩
槻
市
）
七
三
打

人
　
位
○
黒
川
　
春
雄

（岩
槻
市
）
七
五
打

九
　
位
○
村
岡
　
千
代

（白
岡
町
）
七
五
打

十
　
位
　
飯
塚
　
　
勇

（宮
代
町
）
七
五
打

そ
の
他
、
○
遠
藤
き
よ
子

（川
本
町
）
の
人

名

（○
印
）
は
来
年
ス
ポ
レ
ク
大
会
出
場

第
五
十
六
回

全
国
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

Ｉ
Ｎ
さ
い
た
ま

「Ｇ
Ｇ
大
会
」

「
レ
ク
の
花
、
見
事
咲
か
そ
う
、
彩
や
か
な
未

来
へ
」
の
も
と
特
別
協
賛
事
業
と
し
て
去
る
十

一
月
十
日
い
、
於

川
国
市
神
根
運
動
場
で
開

催
さ
れ
、
遠
く
は
大
阪
府
を
は
じ
め
県
内
外
よ

り
四
人
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
元
、
川
国
市
、
さ
い
た
ま
市
、
会

員
の
皆
様
に
は
大
会
の
準
備
運
営
に
大
変
な
ご

尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
次
の
通
り
　
　
　
二
十
四
Ｈ

優
　
勝
　
岩
井
　
一旦
好

（北
本
市
）

準
優
勝
　
船
戸
　
治
信

（三
郷
市
）

〓
一　
位
　
岡
田
ト
シ
子

（草
加
市
）

四
　
位
　
村
岡
　
千
代

（白
岡
町
）

五
　
位
　
一昌
橋
　
　
保

（深
谷
市
）

エハ　
位
　
河
合
満
喜
子

（岩
槻
市
）

七
　
位
　
石
澤
　
英
雄

（越
谷
市
）

1‐  プL ノヽ

位 位 位

古 矢 牛
||1部 込

草 大 越
加  谷
芭 t↓

上
級
指
導
者
に
望
む

賢

一明
俊
寛

五
四
打

五
五
打

五
五
打

県
、
上
級
指
導
者
育
成
委
員
会

委
口員
長

小
原
　
　
孝

一
年
と
い
う
年
月
の
移
り
変
わ
り
は
早
く
も

秋
に
入
り
冬
将
軍
が
間
近
に
追

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
あ
の
暑
い
盛
り
に
県
協
会
主
催
で

「県
協
会
公
認
Ｇ
Ｇ
上
級
指
導
者
講
習
会
」
が

鬼
怒
川
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
ｃ
今
年
は
今
迄

と
違
い
大
変
に
高
い
合
格
率
で
終
結
す
る
こ
と

が
で
き
、
私
と
し
ま
し
て
も
非
常
に
満
足
か
つ

喜
び
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
既
に
上
級
指
導
者
と
し
て
の
資

格
を
持

っ
て
い
る
方
、
又
は
こ
れ
か
ら
取
得
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
々
に

一
言
中
し
述
べ
皆
様

の
生
涯
活
動
の

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
と
思
い
筆

を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

指
導
者
と
し
て

一
番
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
は

「信
頼
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
に
は

「威
張
ら
ず
」
言
葉

一

つ
を
取
っ
て
も
命
令
形
で
な
く
説
得
形
で
な
け

れ
ば
と
考
え
ま
す
。
指
導
は
、
指
で
導
く
と
書

き
ま
す
が
人
差
指

一
本
の
指
導
は
命
令
形
に
つ

な
が
り
ま
す
。
五
本
の
指
を
用
い
そ
し
て
掌
を

上
に
向
け
な
が
ら
指
導
す
る
、
こ
れ
が
説
得
形

指
導
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
指
導
は
先
ず
基
本
を
し
っ
か
り
教
え
込

む
事
と
考
え
ま
す
。
規
則

（ル
ー
ル
）
は
、
そ

の
ゲ
ー
ム
を
よ
り
楽
し
く
進
め
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
大
切
な
決
ま
り

の
文
章
が
最
初
に
掲
載
さ
れ
る
の
で
す
Э
法
律

で
は
第
　
条
が
そ
れ
で
あ
り
Ｇ
Ｇ
で
は
エ
チ
ケ

ッ
ト
編
か
ら
始
ま
り
ま
す

）
Ｇ
Ｇ
は
、
個
人
を

対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
共
に
プ
レ
ー
す

る
同
伴
者
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
も
楽
し
く
そ
し
て
同
伴
者
も
よ
り
楽
し
く

な
る
よ
う
に
気
配
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ル
ー
ル
を
熟
知
し
て
い
る

指
導
者
は

一
般
の
同
好
者
か
ら
尊
敬
と
信
頼
の

念
が
得
ら
れ
、
そ
れ
が
ス
ム
ー
ス
な
指
導
実
施

に
つ
な
が
る
事
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち

指
導
者
育
成
委
員
会
の
各
指
導
員
も
常
に
正
し

い
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
学
習
を
行

っ
て

い
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
方
上
級
指

導
者
の
諸
兄
姉
に
お
い
て
も
、
正
し
い
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
の
指
導
普
及
に
活
躍
さ
れ
る
事
を
心
か
ら
念

じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
上
級

指
導
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
県
協
会
を
盛
り
上
げ

同
好
の
士
を
よ
り
以
上
に
勧
誘
増
員
し
正
し
い

ス
ポ
ー
ツ
の
拡
充
と
普
及
を
目
指
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。



隊
肝
引
活
動
報
告

ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年

か
ら
の
ス
タ
ー
ト

桶
川
市
　
村
岡
清
之
進

桶
川
市
Ｇ
Ｇ
協
会
は
創
立
以
来
日
も
浅
く
他

市
町
村
と
比
較
し
て
、
規
模
も
組
織

・
管
理
体

制
も
甚
だ
お
粗
末
で
小
規
模
な
団
体
で
す
。

平
成
二
年
頃
よ
り
各
町
内
会
単
位
と
福
祉
団

体
愛
好
者
よ
り
広
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
場

所
の
問
題
、
人
集
め
に
苦
労
し
ま
し
た
。

準
備
か
ら
創
立
ま
で
平
成
十
年
よ
り
二
年
が

か
り
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年

（二
〇
〇
〇
年
）
平
成
十
二

年
と
も
重
な
り
創
立
目
標
と
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
現
在
、
五
グ
ル
ー
プ

一
一
二

名
の
会
員
と
な
り
、
こ
れ
は
県
協
会
事
務
局
、

市
の
行
政
又
長
老
の

方
々
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

創
立
か
ら
二
年
半

で
、
東
西
に
各

一
箇

所
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
週

二
日
の
練
習
日
が
確

保
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
各
グ
ル
ー
プ
の

活
発
な
活
動
、
近
隣

市
町
村
と
の
交
流
、

又
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
〓

行
田
市
協
会
の
歩
み
と

活
動
状
況

行
田
市
　
畑
中
　
弘
雄

行
田
市
で
は
昭
和
六
二
年
よ
り
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
出
前
教

室
を
各
地
で
開
設
し
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
重
視
す
る
事
を
目
的
と
し
、
平
成
元
年

県
協
会
設
立
と
同
時
に
教
室
終
了
者
を
中
心
に

五
十
名
を
県
に
登
録
し
、
平
成
十
年
県
協
会
創

立
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
団
体
表
彰
も
受
け

て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
平
成
三
年
、
市
協
会
を

一
二
〇
名
を
も
っ
て
設
立
、
同
七
年
市
体
協
ヘ

加
入
し
ま
し
た
。

活
動
状
況
は
二
四
地
区
五
人

一
名
で
執
行
体

制
を
確
立
し
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
市
の
大
会

は
春

。
秋
季
と
市
長
杯
三
大
会
、
北
埼
大
会
は

春

・
秋
季
の
年
二
回
、
七
月
に
は

一
泊
の
交
歓

大
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
又
県
協
会
の
大
会
に

は
普
段
鍛
え
た
技
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

本
協
会
も
今
年
十
周
年
を
迎
え
、
去
る
八
月

十
日
に
は
盛
大
に
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
十
月
五
日
の
市
協
会
大
会
に
は
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
賞
が
誕
生
し
そ
の
感
激
と
喜
び
を
味
わ

い
、
更
に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
基
金
へ
の
理
解

も
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
活
動
状
況

大
井
町
　
一二
上
　
佳
志

大
井
町
武
蔵
野
Ｇ
Ｇ
協
会
は
、
平
成
九
年
六

月
、
会
員
二
十
名
で
発
足
、
一み
ん
な
で
明
る

く
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
練
習
場
所
は
町

の
施
設
、
会
長
宅
の
特
設
コ
ー
ス
や
ゴ
ル
フ
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
等
、
特
に
夏
季
は
健
康
管

理
に
配
慮
し
林
間
や
ナ
イ
タ
ー

（学
校
）
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。
大
会
は
年
四
回
、
県
内
外
の

交
歓
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流

・
親

睦

・
技
術
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
は
た
す
等
、
些

か
日
頃
の
活
動
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

大
井
町
Ｇ
Ｇ
連
盟
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
当

協
会
が
主
導
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、
①
平
成

十
四
年
四
月
設
立
、
②
会
員
数
九
八
名
、
③
加

盟
団
体
、
体
育
協
会
、
④
記
念
事
業
、
大
会
と

研
修
会

（ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
）
。
な
お
、
現
在

■
市
二
町
の
合
併
構
想
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
広
く
交
歓
交
流
大
会
を
開
催
準
備

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
目
的
を

「心
身
の

健
康
維
持
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

協
会
発
足
十
三
年
を

糧
と
し
て

皆
野
町
　
豊
田
　
信
二

当
協
会
は
平
成
元
年
十
二
月
二
日
設
立
総
会

及
び
設
立
記
念
大
会
を

一
九
八
名
の
参
加
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。
翌
平
成
二
年
二
月
、
県
協

会
登
録
二
五
人
名
、
四
月
の
協
会
総
会
に
年
間

事
業
計
画
を
立
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
計
画
は
四
大
大
会
と

一
回
の
講
習
会
と

い
う
内
容
で
し
た
．
然
し
そ
の
年
の
和
歌
山
県

で
行
わ
れ
た
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
に
選
手
派
遣
す

る
事
と
な
り
ま
ず
ま
ず
の
出
足
で
し
た
。
活
動

は
、
年
度
始
め
に
町
体
育
協
会
で
の
施
設
利
用

調
整
を
行
い
各
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に
大
会
や
練

習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
も
県
協
会
の

指
導
の
も
と
創
立
十
三
年
目
を
迎
え
、
上
級
指

導
者
二
十

一
名
、
全
国
大
会
に
五
名
出
場
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
こ
の
間
に
町
行
事
の
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
協
力
関
係
、
協
会
役
員
、

理
事
、
指
導
者
、
関
東
大
会
、
出
場
等
、
正
し

い
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の
意
見
交
換
、
ま
た
平
成

十

一
年
に
は
秩
父
地
区
Ｇ
Ｇ
連
盟
が
設
立
し
、

こ
こ
と
の
協
調
体
制
の
中
で
地
域
交
流
を
は
か

っ
て
お
り
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺
の
拡
大
を
目
指
し
各

種
大
会
に
出
場
の
機
会
を
得
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
、
人
と
の
出
合
い
を
大
切
に
会
員
と
共
に

努
力
す
る
次
第
で
す
。

編
集
後
記

広
報
委
員
鈴
木
敏
男

（草
加
市
）

愛
好
者
の
会
話
に
健
康
、
コ
ヽヽ
ヽゝ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
上
手
に
な
り
た
い
、
等
々
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
順
序
は
別
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

立
派
な
目
的
で
あ
り
、
こ
の
目
的
達
成
に
努

力
し
て
こ
そ
、
喜
び
や
楽
し
さ
が
享
受
で
き

ま
す
＾

○桶川市GG協会会員推移
本雨り||、
GGA会 員

日本、埼玉、
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倉」立平成12年4月 494ろ 32名

平成13年4月 96名 56名

平成14年4月 106名 73名


